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はじめに

　　本研究は、「自然と遊び」にかかわる活動を取

り入れたインドネシア幼児教育のカリキュラムを

開発することを目的とする。

　インドネシアは、現在、深刻な環境問題を持っ

ている。水や空気の汚染、またごみの管理が十分

ではないため、国民の健康には恐ろしい脅威とな

っている。豊かなはずの森林環境の破壊も多くの

自然災害を引き起こす大きな問題となっている1）。

これらの環境問題は、解決しなくてはならないイ

ンドネシアの重要な課題である。

　インドネシアにおける環境問題を解決するため

の長期的な課題の一つは、インドネシアの子ども

たちに環境教育について教えることである。とこ

ろが、これまでのところインドネシアの教育課程、

とりわけ幼児教育のカリキュラムには、自然と遊

びを通して環境について考えたり、経験したりす

る視点が見られない。そのため、本研究によって

子どもにとって身近な活動である遊びの視点を取

り入れ、「自然と遊び」にかかわる単元を取り入れ

た幼児教育のカリキュラムを開発することが必要で

あると考えた。

　佐島(1997)によると、環境教育を効果的に行う

ためには、子どもが小さいときから教えなければな

らないという2）。人間の脳は、０歳から7.8歳までに

著しい成長を果たしている。この間に得られる環境

体験や生活体験は、生涯を通して生きて働く力の源

となるものである。

　ティルブリ(1994)によれば、幼年期は周囲の環

境に働きかける態度形成の基本となる時期であるた

め、環境教育にはとても大切な時期である。

　スタップ(1978)は、環境に対する態度は一般的

に幼年期からすでに表れると述べている。このスタ

ッフの考えは、他の研究の結果によっても支えられ

ている。例えば、ジェンダーと語気の強い返答の関

係は、すでに四歳の子どもにおいても現れることが

確かめられている3）。

　これらの先行参考を参考にして、インドネシアに

おける自然と遊びをつなげる視点を得たいと考えて

いるが、当然のことながら彼らの研究にはインドネ

シアにおける環境教育の視点は含まれていない。

　　「あそび」は人命、特に幼児のときに必要なこと

である。遊びのときに子どもは創造力を使いながら、
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技能、体、認知と感情の力を開発している。遊び

の活動を行いながら、子どもたちは周りの人や環

境と結びつけられ、またそれらと対話をしている。

遊ぶのときにも子どもたちは自己の内にある新し

い機能を開発し、それによって子どもの自身の能

力や感情が高められる。これは将来の様々な状況

に対応するために重要なことである。4）

　上で述べた遊びの利点から考えると、幼児期の

子どもたちにはあそびを通して環境教育を教える

ことが最も対決な方法だと考えられる。

　生活科に視点を移してみると、内容（６）にお

いて、自然と遊びについて述べられている。その

内容は「身近な自然を利用したり、身近にある物

を使ったりなどして、遊びや遊びに使う物を工夫

してつくり、その面白さや自然の不思議さに気付

き、みんなで遊びを楽しむことができるようにす

る」ことである5）。

　この内容から考えられる自然と接続する一つの

方法は、子供たちが自然から得られるもの、例え

ば、花、葉っぱ、枝、木の芽などで遊ぶことであ

る。自然のものと遊ぶときに自分でルールや約東

が決められ、楽しい遊び方を身につけることがで

きる。これらのものによって、子供たちは遊びな

がら自然のものを直接に見る、触る、匂いをかぐ

といった感覚器官を働かせることができる。この

方法を用いることで子供たちは自然から得られた

不思議な経験が疑問になり、その不思議さについ

て分かりたいという意欲が生まれると期待されて

いる。

　以上のような生活科における「自然と遊び」単

元の視点に学び、インドネシアの幼児教育における

環境教育カリキュラムの開発に生かすことが適切だ

と考えている。

　本研究においては、次のように構成する。まず、

第一章ではインドネシア幼稚園の歴史を述べる。そ

こでオランダの時代から独立時代までのインドネシ

ア幼稚園の変遷を説明する。第二章においては、イ

ンドネシア幼稚園の現状と課題について述べる。そ

の中でインドネシア幼稚園の現在の法律的位置づけ

および、幼児発達段階の基準と現在の課題について

述べる。

Iインドネシア幼稚園の歴史

１．オランダ植民地の時代(1914年-1942年）

　19世紀にオランダの政府はオランダ人と先住民

族の貴族のために学校を設立し始めた。最初は小等

学校、次に中等学校と高等学校が設立された6）。 1914

年にオランダ政府は初等学校に入る準備のためにフ

レーベルスクール（Frobel School）で、幼稚園と同

じ年齢段階の学校が建てられた7）。

　フレーベルスクールはオランダ初の幼稚園を作っ

たフリードリッヒ・ヴィルヘルム。フレーベル

　(Friederich Wilhelm Froebel)から名づけられた。

　フレーベルスクールの目的は子どもたちが良いマ

ナーを学ぶことができることと、オランダ語で読み

書きと話をすることができることである。フレーベ

ルスクールでは、遊びや楽しい活動の遊具が使用さ

れていた。フレーベルスクールの活動は飼育栽培、

生活の活動、ブロック遊び、色彩と形を生かした造

型活動、音楽と表現活動であった8）。

　1922年７月３日、インドネシアの有名な国家教育
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の英雄であるキ・バシャル・デワンタラ（Ki Hajar

Dewantara)が、先住民族の子どものために幼稚

園を設立した。その幼稚園がタマンインドリアと

呼ばれた。タマンインドリアは「感覚の庭」とい

う意味である。その幼稚園では、モンテッソーリ

とフレーベルの活動が採用され、子どもの感覚を

磨くことがめざされた9）。

　同じ時代には、イスラムのAisyiyah女性連合が

インドネシア最初のイスラム幼稚園、ブスタヌ

ル。アトファル（Bustanu1 Athfal)という幼稚園

を設立した。その目的は以下の三点に示される。

一点目はナショナリズムの態度を改善すること、

二点目はヨーロッパ指向の幼児教育とバランスを

とること、三点目は宗教を教えることであった。

設立後、いくつかのイスラム団体とペサントレン

　(Pesantren －Islamic Boarding School）もイス

ラム的な幼稚園を設立した。

　Aisyiyahは1912年にアフマド・ダーランによ

って設立されたイスラム組織ムハマディアの女性

部門である。設立の主な目的はインドネシア女性

のイスラムの理解を高めるためである。もう一つ

の目的は、女性の権利を強化し、社会に存在する

問題解決を支援することである。 Aisyiyahは積極

的に教育、経済、また健康のフィールドに従事し

た1o）。

2.　日本軍の時代(1942年-1945年）

　日本軍の時代の教育については、十分な記録が

残されていない。この時代、フレーベルスクール

は幼稚園に名称変更になった。幼稚園のプログラ

ムは日本の音楽、日本の遊びと日本の話が中心だ

った11）o

3｡独立時代　(1945年－2000年）

　戦後のインドネシア独立初期には、三つの種類の

幼稚園が並存することになった。一つ目の幼稚園は

オランダ植民地時代からあったタマンインドリアで

ある。二つ目は一般幼稚園であり、三つ目はイスラ

ムの幼稚園のラウダツル・アトファルであった。一

般幼稚園はタマンインドリアより迅速に開発された。

　政府に決められた幼稚園の目的は教育制度を通じ

て独立国家の文化の成長を維持するためであるとい

うことだった。この時代で幼稚園は４歳から６歳ま

での子どものために開催された。

　1960年代の幼児教育の目的は、社会主義の性格を

持った人間を育成ことであった。

　形成する習慣や性格は、相互扶助の精神を持つこ

と、高潔な性格を持つこと、他人の権利を尊重する

こと、マナーを持つこと、健康的に生活すること、

創造性と話す勇気を開発すること、ルールを理解し

従うこと、時間を守り規律を持つこと、そして誠実

で効率的な生活をすることであった。

　1968年からの幼稚園の一般的目標および特定的

な目標は次の通りである。

　一般的な目標は、一つの神様に捧げられ、高い知

能を持ち、健康的で熟練し、神、社会および国家に

責任を持つ、パンチャシラの資質を備えた人間を形

成することである。

　特定的な目標には三つの目標がある。一番目は子

供には物理的および精神的なニーズを満たすための

機会を提供し、ユニークな個人としてすべての潜在

能力を最適に開発することである。二番目は、国民

に受け入れられるように、良い習慣を持つ子供を指

導することである。最後には、小学校における授業

に継続的に参加するために、物理的および精神的な

成熱度を達成することである。

　これらの目標を達成するため、具体的な学習活動

の方法としては、教室の中に特定のテーマを持つ場

所を設置して、自由に活動させる自由遊びを採用し

ている。
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　1970年代にはインドネシア幼稚園について、以

下のような視点がみられる。

　1976年の幼稚園のカリキュラムは次の三つのこ

とが強調されている。一番目は幼稚園を卒園した

後、子供たちは、責任感を持つ善良な市民として

の基本的な性格を形成していること。二番目は、

心身ともに健康であること。三番目は、周りの地

域と交流することのできる身体的、知的、情緒的

および社会的準備を完了することができること、

ならびに、生涯学習の原理に従って人格の完成を

図るのに十分な知識、技能、価値観、基本的な態

度を備えることである。

　1977年省令第54条６節の改正によって、イン

ドネシア幼稚園には次の三つの大きな変化があっ

た。一つ目は、宗教的な教育は排除され、パンチ

ヤシラ道徳に統合されたこと、二つは、インドネ

シア語以外に民族の言葉の使用を認めたこと、そ

して三つ目は、学力教育が始まったことである12）。

　1980年代には、プレイグループの形で３歳から

４歳までの園室が開設された。

　1984年には1976年のカリキュラムが改訂され、

内容がいっそう強化された。この年の改訂のポイ

ントは、地域に住むために必要な態度、知識、技

能、創造性の発展の基礎を築くこと、小学校に入

るための基本的な能力を育成すること、また早期

教育と生涯学習の原則に従って自分自身を開発す

るための物資を提供することである。

　また、1984年のカリキュラムには「国民闘争歴

史」という教科が取り入れたという特徴もある。

　1980年から1990年の間に、民間が運営するク

ルアーン（コーラン）幼稚園と他の種類の幼稚園

を設立する運動があった13）。

　1990年代に入って、1994年の幼稚園の役割や

学習プログラムに変化が見られた。この時代に「遊

び」は各学習の重点であった。具体的な変化は次

のように書かれている。幼稚園の役割や学習プロ

グラムは、まず発達段階に応じて子どもの全体的な

能力を開発すること、子どもと周りの環境と出会わ

せること、ルールや躾を教えること、また、遊びを

楽しむ機会を与えることであった。

　この時代に教師は決められた20のテーマを開発

しなければならない。そのテーマは、僕。私、感覚、

家族、家、幼稚園、飲食物、服、健康、動物、植物、

乗り物、職業、水と空気、火、僕・私の国、太陽・

月・星・地球・空、町・農損・海岸。山、レクリエ

ーションである。

　2000年代においては、国家教育文化省は様々な種

類の代替幼稚園を設立した。このねらいは、社会の

全てのレベルの子どもたちに幼児教育に参加する機

会を保障することである。このことについては次の

章で述べる。

4.インドネシア幼稚園教育史のまとめ

　インドネシア幼児教育は、歴史に記録されている

ようにオランダ統治の時代にまでさかのぼることが

できる。1922年にタマンインドリアが設立されて以

来、インドネシア幼児教育は90年にわたる、長い時

間を経験している。

　独立前からインドネシア幼児教育は二つの主流に

分かれている。一つは西洋的な傾向を持つ幼児教育

であり、もう一つはイスラムの価値観に基づいた幼

児教育である。これらの二つの主流はインドネシア

の独立あともまだ続いている。

　インドネシア幼稚園のカリキュラムは1964年か

ら1994年まで五回の改訂を迎えた。そこでは、幼

児教育は与党政府のイデオロギーや短期的な政府の

政策目標によって変遷を余儀なくされてきた。

　たとえば、1964年頃の幼児教育は社会主義のイデ

オロギーの影響を受けていた。 1968年においてはカ

リキュラムに宗教的な要素が再び取り入れられた。

さらに、1976年には、再び宗教的な要素が排除され、

パンチャシラ道徳に置き換えられた。この改革に対

する反動として、80年代にはインドネシア社会のイ

スラム教育に対するニーズが高まり、クルアーン幼

稚園を確立する運動が大きくなった。
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　にもかかわらず、これらのさまざまな変化は、

インドネシア幼稚園の質の向上には影響しなかっ

た。この間に、費やされ改革のエネルギーは多か

ったものの、適切な幼児教育カリキュラムの開発

や教育方法の開発・研究のために費やされた努力

はあまり多くなく、教育の質が向上したとは考え

られていない。

Ⅱインドネシア幼稚園の現状と課題

1.　インドネシア幼稚園の法的な位置づけと目的

　2003年の教育法第20条によると、「幼児教育と

はO歳から６歳までの期間を対象とした一つの指

導活動であり、子供が次の段階の教育を進むため

の基盤を作り上げることができるように、心身の

成長および発達を支援する実施である」とされる。

　2003年教育法第20条第14節において、正式な

教育は、初等教育、中等教育、ならびに高等教育

で構成されるとされている。つまり、幼児教育は

正式な教育とは位置づけられていないため、幼児

教育への参加は義務ではない14）。

　インドネシアの幼児教育は2003年教育法第20

条、第28節で次のように記されている。

第一節　幼児教育は基礎教育の前に行っている。

第二節　幼児教育はフォーマル、ノンフォーマルと

　　　　インフォーマルな教育に通じて行うこと

　　　　ができる。

第三節　フォーマルな幼児教育は一般的な幼稚園

　　　　（TK）、イスラムの幼稚園（RA）または

　　　　他の同等の形である。

第四節　ノンフォーマルな幼児教育はプレイグル

　　　　ープ（KB）、保育園（TPA）または他の同

　　　　等の形である。

第五節　インフォーマルな幼児教育は家族と地域

　　　　での教育によって保持されている15）。
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　2010年政府規制の第17条第61節に、正式な幼

児教育の機能と目標は次のように記されている。

　正式な幼児教育の機能は、幼児期の全潜在能力を

育成し、開発することにある。従って、次の教育段

階に入る準備を持つために開発の現段階に応じて、

行動や能力の基礎を形成するということである。

　正式な幼児教育の目標は二つある。一番目は一つ

の神を信じ、責任感を持ち、自身を持ち、気高い人

格を持ち、健康的、知的、有能的、創造的、革新的、

独立的、民主的な市民になるために潜在的な子ども

の開発の基礎を創立することである。

　二番目は成長期に運動感覚、知的、精神的、社会

的な子どもの潜在能力を開発し、教育と遊びの環境

で楽しみを果たしていることである。

　2010年には、教育文化省、幼児教育の国家基準に

関する閣僚規則第58号が発行された。

　その基準は０歳から６歳までの子どもの様々な持

続可能な開発の基準が含まれている。そのうえ、子

どもは全ての側面の可能性が、あらゆる開発の段階

で達成されることが期待されている16)。

　幼稚園の５歳から６歳までの開発達成の基準は文

末の表１の通りである。

　この時代に、幼稚園で11のテーマのことを学んで

いる。それらは、僕・私、環境、ニーズ、動物、植

物、リクリエーション、職業、水・空気・火、コミ

ュニケーションの道具、国家、自然である17)。

　インドネシアの幼児教育の拡大、フォーマルな幼

児教育から、ノンフォーマル、またインフォーマル

な幼児教育までには良い開発である。しかし、その

実施に際して、政府の仕事は深刻になり、幼稚園の

量と質の改善に焦点を当てることが失われてはなら

ないと考える。

　政府によって設定された幼児教育の発達達成の基

準は、日本の幼稚園の内容と同等と評価されるもの



であり、一般的に水準の高いものと考えられる。

しかし、リテラシーと社会的な部分が幼児にはま

だ重点がかけられすぎている。その背景は、４歳か

ら６歳までの子供は焦点が自分自身を知ること、

自己肯定化を強くすること、またはいい習慣を学

ぶことだと考えられるからである。

　リテラシー活動は、子供が楽しく活動を行うこ

とができればより良い活動となるが、楽しさのみ

を追究すると、大切な育てるべき能力は十分に育

成することができなくなる考えられる。

　また、発達達成基準の中にはまだ足りない部分

があると考える。それは、本研究の課題である自

然。環境との関連がないということである。イン

ドネシアで自然・環境に関わる問題解決が教育に

おいては、未だに含められていない。幼児期の子

供たちに自然や環境を導入する際には、長期的に

問題を解決の行動を取る子供を育てることができ

るはずだと考えられる。

2.　インドネシア幼稚園の類型

　インドネシア幼稚園の概要は次の通りである。

　インドネシアには48.000の一般幼稚園が建てら

れている。幼稚園の活動は一日につき約三時間行

われる。

　イスラムの幼稚園については、教育大臣ではな

く、宗教大臣が所管している点に特徴があるが、

四歳から六歳までを対象としている点は、一般の

幼稚園と同じである。目標については、一般幼稚

園と同じだが、イスラムの道徳、特にクルアーン

を暗記することが加えられている。 2004年のデー

タによると、その時点で約四分の一にあたる

11.500のイスラムの幼稚園が建てられた18)。

　一般とイスラム幼稚園のほかにもさまざまな種

類の幼稚園が存在している。それらの種類は自然

幼稚園、巡回型幼稚園、浜辺の子の幼稚園、クル

アーン幼稚園、作業環境の幼稚園と礼拝場所の幼

稚園である。

　自然幼稚園は地域の実情に応じて開催された幼稚

園である。

　巡回型幼稚園は、幼児教育を行う大学の学生によ

って開始された幼稚園である。学生が一定期間地域

の場所を借りて幼稚園を開設し、その後、地域の人々

が経営を引き継いでいく幼稚園である。

　浜辺の子の幼稚園は、沿岸に住んでいる子どもた

ちに教育を提供するために設立されている。

　クルアーン幼稚園は、クルアーンの内容に対応す

る優れた性格を持つ子どもたちを教育するために開

催された。

　作業環境の幼稚園は、企業の社員の子どもたちや

会社の周辺の子どもたちに教育を提供をする幼稚園

である。

　ﾈL拝場所の幼稚園は、礼拝の場所で始められた幼

稚園である19)。

3.　インドネシア幼稚園の課題

①幼児教育への参加率の低さ

　2002年から2009年の間に、インドネシア幼児教

育は急速に発展した。 2002年、文部省の下にインド

ネシアの幼児教育総局(Directory of Early

Childhood Educati。n)が成立された。 2004年には、

幼児教育プログラムに参加する子供の率はわずか

22％2o)であったが、2008年の政府のデータによれば

50. 62%の子供が幼児教育プログラムに参加した。こ

れは政府が幼児教育への参加率を高める努力を行っ

た結果であった。この七年間でインドネシアの政府

は幼児教育の重要性について国民に理解させること

にはかなり成功したので、幼児教育を実施する主体

が多くなった。それにもかかわらず、幼稚園の世界

を楽しむことができない子供が49. 7％残されている

点は、今後のインドネシア幼児教育の課題であろう。
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　　幼児教育への高低参加率の要因は各地域の幼

児教育の重要性の市民の理解、各地域の裕福な家

庭と貧しい家庭の数の差、または幼児教育の施設

の存在の原因だと考えられる。　しかし、最も影響

が高い要因は幼児教育の重要性を市民が理解する

ことであると考える。

　たとえば、表２で示しているナンゴロエアチェ

フダールッサラーム州（7番）は2004年の津波に

よる被害の後、経済的に貧しい地域となったが、

幼児教育の参加率は81. 78%と高いことがわかっ

た。これは、市民が幼児教育の重要性を十分に理

解していることによるものと考えられる。

　興味深いことに、他の州と比べるとジャカルタ

は最も発展した町として高い参加率を示すと予想

される、実際には低位の参加率にとどまる。これ

は幼児教育の重要性に関するジャカルタ市民の理

解が低い可能性を示している。むしろ、経済的な

問題により、幼児教育にアクセスできない人が多

数いるのではないかと考えられる。さらにジャカ

ルタは、生活費全般が高いため、ジャカルタに住

んでいる若い親が子供に幼児教育サービスに参加

させるよりメイドによって自宅で託児サービスを

受ける方を選択したとも考えられる。

②幼児教育に対する政府の投資の低さ

　2005年に幼児教育のために政府の資金援助は、

全国の教育予算の１％に満たなかった。そのとき、

政府は教育の予算の80％を初等教育と中等教育の

充実に使用した。2009 年に、幼児教育の予算は2％

に増やされた。そのうちの30％は幼児教育の中央

幼児教育総局設立の費用であった。その使途は、

主には政策開発の予算と理事会の建物の建設のた

めである。 60％はインドネシア全国の幼児教育の

施設の改善とプログラム開発のためである。しか

し、これらの資金がフォーマルな幼児教育に与え

られる場合は、貧しい家庭から来た子供たちが利

用することができなくなるおそれがある。

　フォーマルな幼児教育では、たいてい全ての資

金が保護者から徴収される。その資金は建物や施

設、また他の運用の費用に使用されている。幼稚園

に入るために保護者は登録証明書、制服、団体の費

用と毎月の保育費のために多額の料金を払わなけれ

ばならない。

　2004年、ワールドバンクのデータによると、幼児

教育のための限られた政府の資金は高い民間投資の

原因になった。そのときから今まで、98％幼児教育

のサービス、フォーマルとノンフォーマルは民間団

体が所有と管理している。政府の幼児教育のサービ

スはわずか２％にとどまり、それは、都市部に集中

している21)。

　上の課題を見ると研究者ができることは、経済的

に貧しい地域社会集団にも、幼児教育を普及するた

めに、簡単で安価なカリキュラムを作成することで

あると考えられる。それは、フォーマルとノンフォ

ーマルな幼児教育主催者によって、そのカリキュラ

ムは簡単に実施できるためである。これで、経済的

に弱い地域や社会集団から来た子供たちも幼児教育

のプログラムに参加することができる。

③　幼児教育の教師が量的・質的に低いことである。

　最後の課題は、インドネシアの幼児教育の教師が

量的に少なく、質的には低いという点である。そ

の原因は、社会における幼児教育の重要性の理解

はまだ低いので、幼児教育の教師になる希望者が少

ないことである。さらに、都市以外は幼児教育の教

師の給与は低いので、教師になる希望がさらに低い

ままとなる22)。

　量的な問題に対して、政府は既存メディアを通じて、

幼児教育の重要性や政府からのプログラムについて、

国民にキャンペーンする必要があると考えられる。

　ほかには、教師の給与が増加させる必要がある。

また、教師の基準化だけでなく、現場で幼児教育の

プログラムの教師研修の具体的実践が奨励されるべ
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きだと考えられる。

おわりに

　インドネシアにおける幼児教育の歴史は90年前

から、かなり長い時間が経過している。　しかし、

質的と量的な面で、まだ多くの改善が必要である。

　今後は生活科・自然と遊び単元の理論と実践の

研究と日本の幼児教育に関する研究を行う事で、

カリキュラム面での研究の深化を図りたい。また、

インドネシア幼稚園についてより深く理解するた

めに、実際に幼稚園に入り込んで観察することに

より実践事例の研究を行う予定である。

　研究の最後には、収集された全てのデータを分

析し、生活科・自然と遊び単元の基づいた新しい

幼児教育カリキュラムを開発することで本研究の

体系化を図りたい。
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表1.発達達成の基準
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